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望書 旨: 1970 年から 1976 年までの 7 年間， 林業試験場と林木育種場の関係者で憾成された共同研

究チームが2 カラ 7 ツ落葉病抵抗性の遺伝様式の解明 Il:関する研究lζ取り組んできた。そして ζのチ

ームは，最後の 2 年聞にp 長野，東北および北海道において作出された大量、の抵抗性および1育英樹ク

ローンの人工交配家系群を用いて，上記 3 地域Il: 5 か所の遺伝試験地を設定した。試験地の設定目的

は， ζ の%frの遺伝的背景や遺伝子裂と環境の相互作用について，一層躍度の高い情報を得ること，

ならびに，抵抗性の老幼相関の吉i!誌を切らかにする ζ とにあるが，さらに，祇抗性個体の選抜対象集

団を育成するという主主味も含まれでいる。この報告は，これら 5 試験地の設定場所，祖栽家系および

本数，植栽の方法などについて，記録@保存しておく必要があると思われる事項をとりまとめたもの
である。家系および個体ごとの当年生長歪，中古tfolI~(，擢病度など関巡する資料の詳細については， ζ

ζでは省略し2 それら資料の保管場所を:~己殺しておくにとどめた。

1 はじめに

国立林業試験場は，カラマツ孫;葉病ほ抗性の遺伝様式を解明することを円的として， 1970 年 1( ，関東，

東北および北海道の谷村、水育種場と共同して， -7" ロジ L クト子 F ムを組織した。 ζ のチームは，その後，

1976 年まで， 7 主fFfr]にわたり p 長野，東北および北海道の 3 か所において，交配母材料の選定から，着花

1979年 6 月 22 日受理 造林 32 Silviculture-32 
M 林業試験場プロジ ι クト研究「カラマツ落葉病J1HJ'c牲の遺伝様式のR鮮明に関する研究 l 業績ー磁
(1) (2) (3) 造林部

!41 長野営林局(関東**木台。積場長野支場〉

(5) 東北支場(東北林水育積湯〉
(6) 東北林木育種場
(7) 青森法林局久慈営林箸〈東北林水育種場〕

(81 関東林水育稜場〈東北村ド本育穐場)
(9)江田日D 問北海道支場
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促進s 人工交配B 交配種子のまきつけと養前2 病原菌の接葎と耐病性の検定p そして，遺伝様式の解析に

いたる一連の調査p 研究を実行した。

その結果，落繋病 iと対する抵抗牲についてのp 遺伝率，関与する遺伝下康の数の多少，遺伝子型と環境

との相互作用の大きさなどが，ある程度切らかにされ，落葉病抵抗性:育種を進める… i二での，貴重な手がか

りを得るととができた。

しかし， ζれらは，荷畑での， Ý)J荷 lと対する病原菌の人工接種検定iとよる結果であり，木課題の全面的

解決のためにはヲまだ，解明されなければならない問題が多く残されている。

第 11乙との形質lと関与する遺伝子康の数や優劣関係について，一層破度の高い情報を得るためには，

造林地での，自然感染による抵抗性の強さの家系間差異や家系内の分離状況を，人工接種の検定結果と比

較して検討する必要がある。第 21じ遺伝子型と環境との相互作用についても 9 より明確な結論を得るた

めには，異なる地域で脊成したものについての，長期にわたる観察が必要である。第 3 !乙人工接種によ

って，古畑段階での抵抗性の強きが確認されている個体を棟栽しておくことによって，この形貨の老幼相

関の程度を知るととができる o j;f� 4 fと，作則された交雑家系群には，すぐれた抵抗性個体が含まれている

可能性があるので，とれらを，抵抗性個体の選抜対象集団のーっとして育成しておくことが必要である。

第 5 に，言|両院Hζ，大規模な人工交配で作山された家系群は， 2j 該目的以外のさまざまな遺伝実験にも活

用できる。とくにカラマツでは，こうした交配家系群の値栽例がないので，長期にわたって利用できる遺

伝試験母材料として，とれらを植栽しておく何倍は高い。

ζ れちの課題を達成するためにプログェクトチームは，研究期間の最後の 2 年間 J乙 5 か所の試験地を

設定した。以下i乙とれらの試験地について，記録@保存しておく必要のある事項をとりまとめて報告す

る。木文の構成や図表の統ーなど，全般的とりまとめは山本がt江主?した。

第 5 試験地を除く 4 試験地は，いずれも各林水育種場の指導lとより悶有林が設定する「次代検定林」と

して登録されている。試験地の設定にあたっては，林業試験場本支場および各t;f;木育種場の関係者のほか

に，関係営林局署や担当区の人達の全面的な協力があった。記して， Jむからの謝意を表わすO

E 試験地設定の機要

との研究で，交配材料として使用したクローン数ョ交自己組み合わせ数および作出された首木数を，地域

5}IHζみると次の通りである。なおョこれは，人士交配によるものだけであり，前数li ， 1 年生のp 成苗本

数の概数である。

長野 28 クローン 129 家系 34, 700 本

東北 31 クローン 138 家系 28 , 800 本

北海道 5 クローン 17 家系 1 ， 200 木

との他 lと，自然交配による下ti太が 3 地域あわせて， 33 家系 12， 700 本あったので， 生産された苗木の

総本数は， 77 ， 400 木という数にのぼった。

これらの苗木のごく一部は病原菌の人工接種の予備検定に使用されたが，残りは，長野，東北および北

海道における人工接積木検定用苗木として，所定本数が各担当機関 lと配布され，さらに，その残告はp 試

験地造成用荷としてそれぞれの地域で引き続き養古された。このうち p 人工接持:の木検定 lと供するため

に，各担当機関 iと引き渡された古木賞、の地域JjlJ内訳はp
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長 野 89 家系 5 ， 613 三十三: (地元産のみ)

東北 77 家系 3, 850 ;j( (地兄産 38 家系 1 ， 900 木，長野主主 39 家系 1 ， 950 木〕

北海道 41 家系 1， 584 ヱド(地λ陸 20 家系 534 本， 1三里子産 17 家系 850 ノぶ東北産 4 家系 200 木)

であった。なお，カラマツ JG枯1討議jのもちとみの危険性を回避するために，北から南への，すなわち p 北

海道から東北および長野への 3 あるいは，東北から長野への白木の配布はすJわなかった。

Jよuーの経過で， 2,,"3 fF.間前畑で床替， 益出された前オ"および，人工技語検定 lこ供された 3~4年生笛

木によって，長野lζ3 か所，東北に 1 か所，北海道IC 1 か所の試験地が設定された。各試験地の設定場所

を凶 1 1と，またョその概裂を総括的 Jこ表11;乙それぞれ示す心地形等の立地条件，あるいは，家系あたり

の総~&/Í~数の極端な違いなどにより》試験地内のフロックやプロットの大きさおよび%は必ずしも斉一で

なく，また，そのこととも関連してF 単木泌梢やそれに類似した植栽方法がとられているので，長期間に

わたる系統の管理には， I 一分な注ZZが必要である。

また，すでに述べたように，イ乍出されたt8本は相当数にのぼっていたが，これらの苗木は3 苗焔での人

u主極検定lζ優先的に使用されており，試験地は9 その残 ~l~ ないし検定済の苗で設定されたものである。

したがって，これらの試験地を個別的にみた場合にはョはじめから試験地設定を優先して考慮したときに

比べて，家系の割り付げなどで不満足な点も残されている。その志、味で， 今後， 情報の収集にあたって

は， 1::;~式験地を総合的に活用することが 9 とくに望まれる c

m 1閤別試験地の記録

L 第 1 試験士官

(a) 環境条件

wl 試験地は3 浅間山ろくに位置し2 南向きのどくなだらかな斜面で， 潟市j第二幹線林道(通称 1 ， 300

m ，{キ道〉のすぐ下部ljにある(図 2) 。

設定前の状態は?アカマツ幼齢人工林の火災跡地で，カヤが繁茂していた。石礁が多く，深度の浅い火

山灰土壌である。 1 ， 300 m 林道の色部，すなわち試験地の北側には，焼失したものと同齢のアカマツ幼齢

林が浅っている。試験地周辺の，火災をまぬがれたところではョ大部分がアカマツ林である。

(b) 供試家系とその配置

3í~' 1 試験地には，長野県小諸市の関JktA、ぶ育種J易;反里子文場〔説名事J; :関東林水育種場長野事業場〉で作

LB ::された仰木のうち) -(会~!丙蕗の人-[接種検定 iこ供するために 3 か所の111::"j 機爵へ分譲したあとに残った

仰が植栽されている。治 1 試験地は，これら残roのなかから 1 家系あたり 100 木以上の白木が 1I1 出しで

きる家系だけによって構成されている。

供試家系とコイ三欽は表 2a および 2b の第 1 試験地の欄 lこ /Jミすとおりで， 粕英樹クローンを雌親とする交

配家系群が 67 家系 6 ， 700 ;4>:, 抵抗ドEクローンの相互交配家系群が 10 家系 1 ， 000 本で， あわせて 77 家系

7， 700 本である。家系あたりの木数がすべて 100 本になっているので， フ。ロックおよびプロットの形が斉

ーである。

この試験地は， !ZI 2 に示すとおり 4 つのブロックに分割されており 3 各ブロック iこは，家系数と l司数の

77 倒のプロットが設けられている(閃 3)。ブロックの大きさは，縦 72 m，続 112m であり， プロット

は?縦績とも 10m の正方形である。家系あたり 100 本の苗木を 25 本ずつに 4 等分し，各ブロックゾ:Jの方
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図 2. カラマツ落葉病第 1 試験地の位置とブロック配置図

形プロット J乙 2mX2m 間隔でそれぞれ績裁した。家系の配置はランダムで，その詳細は凶 3 !ζ示す。

植裁は 1975 年 4 月 10 目から 5 刀 14 日の問に実施したがp 植栽終了が適期よりやや遅れた。

(c) 活者状況および補杭

1975 年目月下旬に3 植栽当年のj舌着調査を行った。その結果， 活者率は，平均 94% と高い{也を示し

た。家系番弓 S 93 で活者率 7496 と低いi直を示した以外lこは，特定家系 l叶I~損が集中するというような傾

向は認められなかった。活者制をと同時に的高の測定もあわせて行った。

1976 年 5 月には補!演を実行した。

2. 第 2 試験地

(旦) J葉境条件

第 2 試験地は，佐久 l↑i岩村日のほぼ真東で，球馬県との県境lと近い 152 林班 iとあり，香坂林道lζ接して

いる〈図。。

地j閉ま多極端な急傾斜ではないがシワが多く p きわめて復刻tである。浪霧の多発地帯で，カラマツの生
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表 2b. 抵抗性クローンの相互交配家系詳の試験地)jlj植栽本数

〈第 1~第 3 試験地〕

TR-1040 TR-I074 TR-I056 

l家系 I円 試験地
第 1 I ~行 2 第 3

l家系 J" 試験地
第 l 第 2 第 3

|家系 No 試験地
第 l 第 2 第 3

T 1 9 T 8 20 75 T 15 日5

T 2 13 85 T 9 9 T 16 100 45 80 

T 3 24 85 T 10 10 85 T 17 10 

T 4 100 50 70 T 11 100 50 85 T 18 50 85 

T 5 |ω 85 T 12 75 T 19 50 85 

T 6 55 T 13 90 T 20 43 75 

T 7 13 T 14 21 T 21 17 

TR-I014 TR-I051 TR-I011 

T 22 20 T 29 35 T 36 55 

T 23 50 T 30 50 T 37 65 

T 24 40 T 31 75 T 38 65 

T 25 40 T 32 100 50 85 T 39 100 50 85 

T 26 50 90 T 33 T 40 15 

T 27 70 T 34 ヲ0 T 41 4 

T 28 l T 35 4 T 42 12 

TR-IOI9 自然受粉

T 43 80 T 50 100 50 

T 44 80 T 51 100 合計 1,000 800 2,692 

T 45 55 T 52 100 50 

T 46 27 75 I T 53 50 

T 47 10 85 T 54 28 
表2

T 48 85 T 55 100 50 b i 7 ，7仁コ 4,297 14,437 

T 49 2 T 56 100 

育にとって良好な環境とはいえないがp 落葉病の被害発生が予測される場所である。活着調査の時点で

は，パラ類の繁茂が顕著であった。ブロックを設定した斜在立の方位はおおむね北である。

(b) 供試家系とその配置

第 1 試験地の(めの項で述べた残簡のうち，第 1 試験地lζ 山したあとに残った苗木が植栽されている。

つまり，この試験地には，第 1 試験地!C Iliした家系と同ーの家系もあり E さらに， 1 家系あたりの山出し

可能の苗が 100 本 fCi満たなかったために，第 1 試験地lζ入らなかった家系も含まれている。

供試家系と本数は，表 2a および 2b の第 2 試験地の欄iと示すとおりで， 精英樹クローンを雌親とする

交配家系群が 83 家系 3 ， 497 本9 抵抗性クローンの相互交配家系群が 21 家系 800 本寸乙合計 104 家系 4， 297

Aえである。

家系あたりの本数が少なしそのうえ，パラパラなこど，さらには，地形的な制約もあって，精密な試

験地を設定する乙とは;不可能であったので， この試験地では， r さまざまな交組組み合わせで得られた子

供群を，家系がわかるようにして試植しておく J ということに2 設定の目的がしぼられた。
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I ブロ /7 1Iブ寸ノク

Ill7'口ツク IV7口ック

図 3. カラマツ落葉病第 1 試験封!lの家!f，配量 l剖

J上 家系番号lま表 2a および 2b を主主問。

-161-

ブロックは2 標 I言G 1, 080 m から 1 ， 180 m の範聞の， !tlまj初旬きの斜面に分散的に配iまされており， 1 ブ

ロックが 2 t部地に分隣されている〈図 4) 。

l 家系あたり 50 み;を上l浪としT確保し，これを 25 木ずつに 2 等分し，次系がわかるような扱v"'\)をして

各プロックの中へ，原目立として家系番号の右いものから III日に，列状i乙植栽した。家系あたりの本数が 20 本

以上 50 本未満の家系についても同様な扱いをし， ヌド数の多いものから加にタIj状に配置したが， 10c~19 本

の家系については 2 等分しないでB いずれかのプロックへまとめて入れた。

は関 5 に示す。

と列植木数の詳細

地ごしらえが，筋置き〈刈幅 2m ， 筋世間1. 5 m) であ勺たため， XIJ悩 2m の 1[1へ 2 列植裁することと

した。傾斜下方の各子Ijの始点には9 家系番号を記した黄色のポワエチレン様位をたてた。

槌裁は， 1975 年 4 J3 29 日から 5 JJ 12 日の J首Jì.[実施した。Il剖λ終了は， 適応，U;JJよりやや遅れ気l沫であっ

た。

(c) 活着状況

1975 年 11 月下旬i乙植栽当年の活肴調査を行った。その結果，活者〉事は、ド均 93% で，第 1 試験地同様

高いイ直を示したが，野兎による食害と思われる被害が自立っていた o i';TI着調査と同Ilð ~ご的高の測定もあわ

せて行った。 ζ の試験Jillは補摘を実行しなかった。

4. 第 3 試験地

(a) 環境条件



-162- 林業試験場研究報告第 307 号

図 4 カラマツ落葉frJJ斉;;2 試験地の位置とプロック配置図

第 3 試験地は，国鉄軽井沢駅のほぼ真北!'L位置し， jlr馬県との県境lこ近く， 鼻血山(1，654 m) と長倉

山 (1 ， 591 m) をむすぷ稜線lと接する 123 林破にある(図 6) 。

設定前の林況は，広葉樹のj毘生したカラマツ人工林であった。地J~はかなり急傾斜で，斜面方位はほぼ

南西である。土壌は，このJ也!或特有の，粒芋の粗い，浅間パラスといわれる火山灰土壌で， A A醤は薄い。

周辺は，おおむね2 広葉樹の混生したカラマツ造林地である。

(b 洪試家系とその配E霊

第 3 試験地には9 関東休*育程場lえ里子文場で作出した前木のうち， 地元長野の出i畑で， 1974 年および

1975 年の 2 回にわたって落葉病菌の人工接被検定をうけた苗木が胤栽されている。これらの荷木のNf:加で

の検定結一果は，個体ごとに， Ji丙葉率および限病指数として表わし，別に記録@保存されている〈林試保護

部樹病研究室)。 この試験地では， 落葉病性J向、度の老幼中日間の有無を明らかにすることがおもな目的lとな

っている。

供武家系と本主立は，表 2 呂および 2b の第 3 試験地の欄lと示すとおりである。精英tfriクローンを雌親と
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l立15. カラマツ治史的 ;'f; 2 試験的の家系配置ぷ1および附及本数

i'l: 1 :家系若干出土表 2a および 2b を参。 注 2: .印は官:位記)位置。 l'主 3 ・( )内の数字は値栽;卒;数。

IIa ブ口 y ジ1 a ブ口ツク

あわせて 89する交配家系Ilt均ql 家系 1 ， 745 ;択で抵抗し性クローンの相主交配家系;It(j]l 48 ~之系 2 ， 692/に

家系 4， 4374入でp 江川および第 2 試験l也に比べて， ;flUJc'i宣言ミ系若干の;;jqý比率が高いωが特徴である。

家系あたりの悩j丸木部(が 1 ぶから 90 ぶまでまちまちであったため，立栽はi欠の要領によって尖行したe

5 本ごとのノト京をつくすなわち， 家系Jうたりの本数が 30 本以 kの家系 (76 家系 4， 300 本) Iζついては，

!九この小山(.5本子Ij t~ü をよ走ノNìi{i/: (プロット〉とじて，単木iJl jilI的 lζ試験地全J&Iとランダム (C配置す

5 木ある家系で 78 本の ri:f本があった場合，る。各家系とも多少の補値m的を佐保しておく(たとえばョ

を l 絹とする 15 kJIの小東ができることになり，残立[の 3 木がtrlH直用となる〉。特定家系の多数のプロット

が試験地の"2f[3 Iと集中するととがないように~ {liU り取り，とん包時に -~_ó';切で十分混合す石 c プロットと倒

家体の配i註I習は楠;裁後 lこ作成する。家系あたりの木数が 30 木未満の家系 (13 家系1:57 本)については，

系がわかるようにして列梢する o r'fî畑での検定結梨と，摘よJ!J也での発病根If[の関連が検討できるように，

家系および「山本落弓 i士事H産 iとしておく。そのために，各プロットの最初jの(同体に家系名を記したラベルを

つけ?あわせてヲ全植栽子!jCl)始点と終点、および中間 2 プロット (10 本)おきに， )'[.s襟位置を記入した黄色

のポワヱチレン桜木T をたてる c

以との要領でj直主!ょした結果は図 6 および図 71こ示すとおりである。 現地は校条が多く，縦の筋置j也どし
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カラマ

注白拡大図中の数字は)iU番号を示す。

らえであったとと，地形も急傾斜でヲ伐aJ作業j益が後雑 Jと入っていたことなどのために，等間隔に整然と

植栽することはできなかった。したがって植え主区域は 3 かmiと分散しており， Jt::-も，池]巳にあわせて不整

形となった。各列の植えはじめを谷側にとって，おおむね列の始点をそろえヲ谷から足根!こむかう縦の列

の列番号によって家系および個体配置図を作成することとした。 Hl]白から 78 列日および 79 列目から

137 )iIJ 目までの 2 団地には，精笑桔jの交配家系叫が 41liミ系 349 プロット， 1 ， 745 木と，抵抗性クローンの

相互交配家系鮮が 35 家系穿 511 プロット， 2， 555 木の，あわせて 76 家系， 860 プロット， 4， 300 木が完全

にランダムピ入っている。 138 )iiJ S から 145 )ilj 闘までの1I'tl地は， 30 木未満の家系の列積分であり，抵抗

性クローンの相互交配家系群が 13 家系 137 木入っている c 各列どとの家系配置は図 7!ζ示す。なお，金

問{本の配霞図ば，補!直 iこともなう訂正を完了して， ;)1]1，と記録 a 保存されている〈林試造林部遺伝育種第三

研究室〉。

総裁は， 1976 年 5 月 6 日から 5 月 20 自の問 Jこ実施した。なお，これらの前木は 2 年間接種検定をう
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図 7国 カラマツ落三~Jおれ 3 試検地の家系配置関

1. :家系茶ま表 2a および油会参照。 2 :毒事印 lま標柱の位置。，士 3 ワク外の数字lま悶 6 に対応する 91)茶47n

13 呂 ιT1 4 骨

139 I ..T22 " 1 

14口仁二oï証 "'T49eT
141 し盟-8 〔立よ28 <0 1

142 Lll_Z_一守口一一一_j
143 I T40 T41 
144 I T21 
145 什「一一一「一 一
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け，枝葉を採取したために形廷が怠く，さらに大前であったとともあって活者三容の低下が懸念されたの

で，樹形を惑星えるなどの手を加えた c 植栽a守J(Jjほ遅れ気味であった。家系配置関を作成するための情体調

査は，河年 5 月下旬 lと行った。

(c) 活費状況および補植

1976 年 10 月 15 日;乙桔栽当年の活着調査を行ーった。その結果， 活着率は平均 81. 8% であった。土壌

条件が不良で多その!-_， 大国ーであり植~&時期も遅れ気味であったためにヲ活着が心配されたがg ていねい

な植え付けと適度の降雨によって，活者の極端な低下はまぬがれた。補植用泊i木は，家系および個体番号

がわかるよう lとして，引きつづき床替養院を行った。これらの古木を用いて， 1977 年 5 月仁句に補績を実

行した。

4. 第 4 試験地

(a) 環境条件

この試験地は，岩手山ろくに位置し小岩井有料道路ぎわのF 南向きのなだらかな斜面とにある〈傾斜度

図 8 カラマツ落葉病第 4試験地の位置とブロック配置図
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による区分では平坦i却と分溜される) (図的。標高 600~640 m，地質は第四紀火山灰3 土?生l主主j、主義土，土

壌裂は Blo(d) で深度は浅い。

試験地設定前の林況は， 1963 年 iとカラマツ人仁林そ伐採して， トウヒヲマツ腐およびハンノキ矧の試情

検定林を設定した所で， 1969;'ド，供試木の成績不良のため廃[\ゐし，オウシュウトウヒ，外国産7 ツ類およ

び雑広葉樹などが混生していた造林地である。なおp 周回は南側がアカマツ，北{~IJがカラマツのiE;林地で

ある。

(b) 供試家系とその配置

ζ の試験J也には，岩手県の東北*本水育F霊場でflê 出された柏木のうる，縫う葉病菌の人工iた穣検定に供する

ために雪地元および北海道の各担当機関へ分譲したあとに残った古木が摘裁されている。ただし3 家系 ilS

fこ l) は除外した。

供試家系と;半;数は表 3 ~L7jミすとおりで， J:lIJjttt クローンの相互交記家系訴が 22 家系 2 ， 770 A~ ， 精英樹

クローンを雌親とする交配当主系1ftが 45 家系 5 ， 156 本である。なお， 対照としてターJif，i:造林間前が 1 系統

1 ， 470*加わるので，合計すると 68 系統 9 ， 396 *がとの試験地に捕泌されているととになろ。対照市は，

長野県産の程:子を青森営林局Jt上営林署描志田!Tí対!日(岩手浪花巻市横;;VIU) で建前したものである。

この試験地ti 曽 l'21 8 および図 91と示すとおり 3 つのブロック(と分割されており， 各ブロックピば 511~;1

表 3. 抵抗性および精英樹クローン群の交配家系jjljti宣栽本数(第 4 試験地)

法楽病抵抗性クローン

♀
 

192 

64 

2 

11 11 128 128 128 

精 12 128 106 85 

13 
Z定

fI 106 

盛 日I'û 2 128 
4五「 fI よ可 J り 12 ! 12包

!l 前IJ Aヤ 34 ょヌ 8 [ 128 1:J8 [ 128 I 106 

τョ
大 宇治 i 64 i 

/ノ 3 128 128 128 

~n 振 1 192 1 128 ~2 128 

ン 中新lJ3 3 128 106 i 

岩本、J 111 ヲ 64 106 I 128 128 

手{ 手J 7 

) 11 井 3 128 

備考: 192"τ64+64 十 64 ， 128=64十 64 ， 106=64+42 , 85 ニニ 64斗 21
抵抗性クローンの相互交配家系群 22 ~主系 2 ， 770 本
続突樹クローンを雌親とする交配家系約 45 家系 5, 156 ;本

立h 計 67 家系 7 ， 926 太
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図 9. カラマツ去年葉病第 4 試験地の家系配置図

注:鯵印LI:対照1請。
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のプロットが設けられている。ブロックの大ささは縦 5 1. 2 m , j!l{ 163. 2 m であり， また，プロットは縦

51. 2 m，横 3.2m の:辰之íJ[!;である。なお，試験地のj誌凶の状況から，策郎ブロックは多少不整形で，一

郊のプロット〈プロット番号 34Cj'51 までの 18 何のプロッりでは縦 41. 6m ， HW3.2m の大きさである。

対照的ーのプ口、ノトは 2 各二プロックとも， プロックのi可端と，それから内 {~Ij/ 、 7 プロット L泣きに割りあて

た。 人斗交配mの各家系はE 対照越を割りあてた残りのプロット l乙ランダムに配置し，1，こ。 ただし， 'rïî;本

が少なく反復がとれない家系は，原則として~mフロックに配演した。さら l乙プロット番号 38 と 46 の

2 ブコロットについては3 プロットを iさらに 2 等分して本数の少ない家系を配iぼした。

防水は1. 6 mX1.6 m (4 ， 000 本/ha 植栽) 1m隔で 1 プロットあたり 2 ヂIjX32 本ニ 64 三十三池jぶした v 第

1lIブロックの小主なプロットでは 2 ヂI] X21 ボニ 42 水楠裁であり， プロット番号 38 および 46 では l 家

系 1 州 21 本植裁になっている。全体を通じて央 3 反復とれた家系は 12 家系で， 2 J又復とれた家系は 40 家

系であったの残りの 15 ~立系はくりかえしがとれなかった乙

1'í-ブロック|什 iとおける家系配置および対照苦配授の詳細は図 9 に示すc

椅訟は， 1975 年 5 月 lζ実行した。

( c) 活着状況および制1i日

1975 斗 10 PJ と 1976 年 11 月 (C，枯J員長:と生長量について羽資した。

地裁当主rの活者成績は平均 91. 296 であったが，なかには 8096 以下の家系もみられた。これはp カラマ

ツのj主体適期を逸した 5 月中旬iと*直裁したためであろう。とくに，活着成績が不良なものとしては， TRｭ

lü04 を川いた家系が割合に多かった。なお? ζ れら it損したものに対し 1976 5:f 4 月 lζ補植を実施した

が，手持ち苗の不足のため枯損量安全部おぎなうことができない家系もあった。

生長制査結果および植栽後 2 年自の活者状況についての検討は省略する。

5. 第 5 試験地

(a 環境条件

この試験地は，摩周 1;切の南東にある西訓話一 (800 m) の山ろくに位置い標高約 300 III の緩斜 i部とある

(図 10) 。設立1白の状況は9 火径木が散t'r.する程度で，中小径木主体の LLJ火再生林であった。土壌はp 摩j苛

火山浮石騒の 1m (米熟土) ;'l2である。 との試験地を設定した中松津営林署管内は，北海道におゆるカラ

マツ落葉JiÄJの滋害対IIで dうる。

(b) 供試家系とその陀回一

iお 5 試験地に1:.1:，北海道で作間!ノナこ I宵本のほか lじ東北および長野で作山し，妾1亜検定のために配布を

うけた 1'l1*が悩殺されているつとれらの治水は毛いずれも?北向道林水育種場または林試北海道支場の?~\

宗で， 1974 年から 1976 年の聞に 1へ 2 日3 落葉府i翠の人工法理 CHRJI尚己主葉による人工感染を含む〉を受け

ており，植えJえした市木のほとんどについて，前畑段階における俗体ごとの保病度の強弱が記録@保存され

ているく林試北海道支場育種研究室)。

供試家系と;点数は友 4(こす示すとおりであり p 地元北海道産が 24 家系 668 本， 東北主主が 4 家系 182 ヱド》

長野産が 17 家系 762 才、で F あわせて 45 家系 1 ， 612 本である。

との試験地は ， m木混憾で11立栽されでおり，ブロック分けはffわれていない。列は試験地の長辺，すな

わち，ほほ南北の右向!とそってとられている。列間隔は喝 1 列 [1 と 2 列目のr:~1が1. 5 m でき 2 ヂ1] 8 と3J1j

自の閉が 2m というように， 1. 5 m と 2m が交互にとられている。列数は全部で 26 列あるがョ林道側か
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図 10. カラマツ落葉病第 5 試験地の位置図

ら数えて 15 列目と 1671]自には楠裁がな 8 れていないので実質的!ζ は 24 子1]である。-rJj間隔は一律1. 6m

であり，多い列では 70本の苗木が植栽されている。

表 41と示すとおり，本州で交配し北海道lこ配布した柿木には， 制体番号 1~953 番〈うち欠若手が引町

が付されており，帯広営林局清水蛍林署管内 2 カラマツ落葉病検定図においてp 昭和 48 年に交配 a 作出

した高木lとは F 個体番号 1001~1668 番が付けられている。個体配置図は， 別に記録 a 保存する ζ とにし

〈林試北海道支湯脊種研究室)， ここでは省略するが，長方形の試験地の 4 つのすみに植栽されている伺

体は，北東の端から右まわりにみて， 655 番， 1228 番， 1494 番および 950 番となっている。

植栽は， 1976 年 10 月 31 日から 11 月 4 日の簡に実行した。なお?とれらの前木は，接積検定のため，

lr-r2 年余分にすえ置かれており，大古が多かったのでF 苗高 25cm 程度のところで切りかえしを行って

から植裁した。

(c) その後の経過

試験地設定後，中標津田有林は広範問 lごわたってlJlY鼠の被害を受けき試験地内の{自体も少なからず食害
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された。家系別の生存調査などは実行していないが歩今後p 被害の推移をみて対応策を講じていきたい。

IV おわりに

家系別市木の生長量や枯J員三容あるいは個体配置図など予関連する詳細な資料は，上記 5 か所の試験地設

定をおもに担当したもHJt造林üls遺伝育務第 3 研究室〔第 l~負担 3 試験地入東北林木育種場(第 4 試験地〉

および十本試北海道3之助育種研究室(第 5 試験地〉が，それぞれ保存している。また9 落葉病菌の人工銭恕

検;jご結果の，家系別，個体別記録については， ~}ド試保護部樹病研究室，林試東北文場樹病研究室および林

試北海道文場育種研究主が2 それぞれ保存している。

なおp 第 5 試験地を除く 4 試験地は， I次代検定i;j; J として設jとされているので， 当該**木育種場の次

代検定林設定台i阪にも所定の記録が保存されているの

これらの試験地は，溶葉病の被害発生が予測されるところを選んで設定した。本来は，落葉病多発地，出，

iζ櫨;主えされるのが好都合であるが，伐採計画や立地条件などとの関連もあって，必ずしも期待したような

林地に設定されたとはいえない。したがって，定期的な調査以外にも，被害が発生した年には，時機を欠

わずに被害状況を調査することが望まれる。


